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算
予
計
会
般
一

第１回定例会令和5年
　令和５年第１回定例会は、２月 17 日から３月 15 日までの 27 日間の会期で開かれ、初日には渕上
清市長による施政に関する市長演述、小松伸也教育長による教育委員会教育長演述が行われました。  
　令和５年度各種予算案など議案 35件と追加議案 4件、発議案 1件などの審議議決を行いました。

、
は
算
予
計
会
般
一
度
年
５
和
令
　

、
円
万
千
９
億
８
０
２
算
予
初
当

計
合
の
円
万
６
４
８
１
正
補
号
１

ま
り
な
に
円
万
６
４
８
億
９
０
２

。
た
し

解体が決まった旧校舎
９億 2,280 万円 ・

備
整
ド
ン
ウ
ラ
グ
校
学
中
一
第

業
事
体
解
等
舎
校
存
既

い
す
や
し
て
育
子

出
創
の
境
環

空調設備工事や中央監視装置の更新
　　　　3億 942万円 業

事
営
運
館
会
化
文
民
市

業
事
な
主

　度
年
５
和
令

業
事
な
主

　度
年
５
和
令

改築される園舎工事
2億 1,240 万円

園
も
ど
こ
わ
か
い

業
事
助
補
備
整
設
施

返礼品や包括管理委託料を拡充
２億 2,259 万円

業
事
税
納
と
さ
る
ふ

防災公園予定地
1億 2,000 万円 園

公
災
防
と
な
ふ
お
お

業
事
備
整

・地域子育て支援センター事業
・妊産婦健康診査事業
・妊産婦医療費助成事業
　　　　　　　約9,298 万円
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発 

議 

案

会
時
臨
回
１
第

市政へ新しい風と力
3,868 万円 連

関
隊
力
協
し
こ
お
域
地

優良港湾大船渡港の活用
2,000 万円

路
航
期
定
ナ
テ
ン
コ

業
事
進
促
用
利

業
事
な
主
　度
年
５
和
令

業
事
な
主
　度
年
５
和
令

業
事
な
主
の
算
予
正
補
計
会
般
一

業
事
な
主
の
算
予
正
補
計
会
般
一

大船渡へ新しい人の流れをつくる
　　　　　　 9,051 万円

大
拡
の
口
人
流
交

非接触型キャッシュレス決済の普及 
１億円 業

事
内
市
の
禍
ナ
ロ
コ

援
支

第2子以降3歳未満児保育料無償化
　　　　　　  　　1,846 万円

援
応
て
育
子
て
わ
い

業
事
化
償
無
料
育
保

より良い行政事務を目指して
2億 2,289 万円 業

事
化
Ａ
Ｏ
の
務
事
政
行

トマト大規模周年栽培施設予定地
11億円

地
産
県
手
岩

号
１
第
案
議
発

す
有
保
の
会
議
市
渡
船
大
　

す
関
に
護
保
の
報
情
人
個
る

て
い
つ
に
例
条
る

た
し
案
提
て
し
と
議
発
員
議
　

個
の
体
団
共
公
方
地
、
で
の
も

目
を
一
統
の
度
制
護
保
報
情
人

に
護
保
の
報
情
人
個
た
し
と
的

伴
に
正
改
部
一
の
律
法
る
す
関

す
有
保
の
会
議
市
渡
船
大
、
い

必
し
関
に
護
保
の
報
情
人
個
る

。
す
で
の
も
た
め
定
を
項
事
な
要

に
会
時
臨
回
１
第
年
５
和
令
　

た
し
案
提
が
局
当
市
、
て
い
お

負
請
の
事
工
築
改
校
学
中
一
第

原
、
し
関
に
結
締
の
約
契
更
変

更
変
。
た
し
ま
し
決
可
り
通
案

を
約
契
負
請
の
事
工
、
は
由
理

務
労
び
及
材
資
に
後
た
し
結
締

た
た
じ
生
が
騰
高
な
激
急
の
費

約
契
負
請
事
工
設
建
営
市
、
め

定
規
の
）
項
条
レ
フ
ン
イ
（
書

更
変
の
額
金
約
契
、
き
づ
基
に

工
に
ら
さ
。
す
で
の
も
う
行
を

約
契
初
当
、
り
よ
に
等
更
変
事

円
千
１
万
４
９
８
，
２
ら
か
費

は
額
総
、
し
額
増

、
27

９
１
億

。
す
ま
り
な
と
円
千
１
万
４

１
年
５
和
令

月
23

催
開
日
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る
が
な
つ
へ
道
県
新
ら
か
湾
浦
細
　
　
　
　

も
て
し
と
路
道
活
生
の
段
普
、
く
狭
が
の
も

定
想、
た
ま。
る
あ
が
所
箇
い
悪
が
手
勝
い
使

な
と
路
難
避
、
合
場
の
波
津
の
さ
き
大
の
外

災
、
ら
か
と
こ
る
あ
が
所
箇
い
狭
に
路
道
る

が
か
る
き
で
難
避
に
滑
円
、
際
の
事
有
等
害

。
う
伺
て
い
つ
に
備
整
の
後
今。
る
あ
で
問
疑

　
　
　
　

の
く
多
、
は
に
幅
拡
の
部
い
あ
狭

壁
擁
な
模
規
大
の
へ
側
沢
、
転
移
の
等
屋
家

は
に
消
解
の
配
勾
、
り
あ
で
要
必
が
置
設
の

確
源
財
の
費
業
事
な
大
多
、
や
討
検
の
設
新

難
は
備
整
良
改
な
急
早
。
る
あ
で
題
課
が
保

を
と
こ
る
す
持
維
を
能
機
の
在
現
、
が
い
し

。
る
め
努
に
理
管
持
維
な
切
適
、
し
先
優

　
　

　
　
　
　

た
な
備
整
未
が
灯
路
街
の
道
県
新

帰
に
特
は
季
冬
る
な
く
早
が
り
入
の
日
、
め

る
す
行
通
、
め
じ
は
を
徒
生
や
童
児
る
す
宅

も
く
怖
、
り
あ
で
便
不
も
て
と
、
ら
か
民
住

　
　
　
　

照
の
へ
点
差
交
な
要
主
は
県
、
て
け
受
を
れ

と
業
事
布
配
灯
犯
防
在
現
、
は
て
し
関
に
灯

適
の
業
事
に
象
対
を
館
民
公
域
地
各
、
て
し

。
る
い

長
部
答

長
部
答 質 

問
質 

問

宮 
 

和 

貴 

員
議

き
ざ
や
み

　

か
た
ず
か

ら
か
ら
ち
こ

す
ま
き
で
聴
視

は
備
整
の
後
今
の
等
道
市
の
町
崎
末

る
め
努
に
備
整
つ
つ
え
ま
踏
を
望
要
各

て
い
つ
に
備
整
灯
路
街
の
道
県
新 質 

問
答 

弁

～  こ こ が 聞 き た い  ～
市政課題で活発な論戦

令和５年市議会第１回定例会の一般質問は、３月２・３・６日の３日間行われ、
12人の議員が登壇し、市政全般にわたり、活発な議論が交わされました。

その要旨を質問順に紹介します。

　議場での一般質問の様子を撮影した「録画映像」をご覧になれます。
　一般質問を行った各議員の欄にＱＲコードを掲載していますので、スマートフォンなどでの
読み取り、アクセスにご活用ください。

※Wi-Fi環境下での「録画映像」のご視聴をお勧めしております。
　Wi-Fi環境のない場所でご視聴する際は、通信料にご注意ください。

い っ ぱ ん 質 問
問
　
質
　
般
　
一

末崎町の新県道
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長
市
答

長
部
答

問
　
質
　
般
　
一

に
期
時
同
と
の
た
れ
さ
定
策
が
画
計
進
推
ツ

、
し
生
発
が
症
染
感
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型
新

。
る
い

 

け
な
か
い
で
ん
組
り
取
に
題
課
な
々
様
に
と

。
う
伺
て
い
つ
に
状
現
の
画
計
進

　
　
　
　

実
を
活
生
な
か
豊
で
康
健
に
も
と
身
心
て

ス
の
民
市
、
下
の
念
理
本
基
の
と
る
す
」
現

各
た
し
応
対
に
題
課
な
々
様
る
す
因
起
に
ど

。
る
い
て
し
開
展
に
的
極
積
を
組
取
の
般

禍
ナ
ロ
コ
る
ゆ
わ
い
、
は
て
い
お
に
年
近
　

体
一
が
関
機
係
関
、
も
ら
が
な
り
あ
に
況
状

概
「
、
に
的
体
全
、
は
て
い
つ
に
果
結
価
評

」
る
い
て
れ
ら
得
が
果
成
の
り
お
ど
標
目
ね

。
る
あ
で
ろ
こ
と
る
い
て
し
移
推
で
況
状
の
と

長
市
答 質 

問

渡 

辺 　

 

徹 

員
議

ら
か
ら
ち
こ

す
ま
き
で
聴
視

る
い
て
れ
ら
得
が
果
成
り
通
標
目
ね
概
も
で
禍
ナ
ロ
コ

質 

問
答 

弁

佐 

藤 

優 

子 

員
議

ら
か
ら
ち
こ

す
ま
き
で
聴
視

と
さ
る
ふ
の
度
年
３
和
令
の
市
当
　
　
　
　

あ
に
向
傾
加
増
々
年
、
は
額
金
附
寄
の
税
納

県
全
で
円
億
２
約
、
が
る

で
15

。
う
伺
を
組
取
の
後
今
、
と
題
課
。
た

　
　
　
　

額
入
受
附
寄
均
平
の
体
全
県
手
岩

県
、
円
万
０
０
６
３
億
４
約
は

内
14

平
の
市

、
は
市
当
、
で
円
万
０
０
７
２
億
８
約
は
均

の
後
前
品
０
０
０
１
。
度
程
額
半
の
均
平
県

る
あ
も
体
治
自
る
い
て
し
供
提
を
品
礼
お

開
の
ら
れ
こ
。
品
０
３
３
約
は
市
当
、
が

拡
附
寄
は
度
年
５
和
令
。
題
課
が
大
拡
・
発

初
当
。
定
選
を
者
業
事
間
中
の
型
着
密
域
地

や
者
業
事
内
市
、
に
標
目
を
円
億
４
額
算
予

を
報
情
る
す
関
に
等
発
開
の
品
産
特
、
業
起

係
関
内
庁
、
ら
が
な
し
有
共
と
者
業
事
間
中

。
く
い
で

　
　
　
　

域
地
光
観
て
い
お
に
内
市
、
在
現

あ
が
き
動
の
立
設
）
Ｏ
Ｍ
Ｄ
（
人
法
り
く
づ

き
べ
く
い
て
し
画
参
に
的
極
積
も
市
当
。
る

。
う
伺
を
解
見
の
そ
、
が
る
え
考
と

　
　
　
　

」
力
ぐ
稼
「
の
域
地
、
は
Ｏ
Ｍ
Ｄ

づ
基
に
ト
プ
セ
ン
コ
な
確
明
、
し
出
き
引
を

の
め
た
る
す
現
実
を
り
く
づ
域
地
光
観
た
い

観
し
携
連
と
者
係
関
な
様
多
。
定
策
を
略
戦

法
る
な
と
役
り
取
じ
か
の
り
く
づ
域
地
光

の
と
体
団
光
観
存
既
や
策
施
光
観
の
市
。
人

の
項
事
む
組
り
取
て
し
と
人
法
、
担
分
割
役

と
等
体
団
係
関
も
て
し
と
市
、
ど
な
化
確
明

い
て
し
を
援
支
録
登
、
ら
が
な
り
図
を
携
連

。
く

質 

問
質 

問

全
県
15

は
組
取
の
後
今
、
税
納
と
さ
る
ふ
の
位

く
い
で
ん
組
り
取
に
的
極
積
に
標
目
を
円
億
４

は
方
え
考
の
定
指
域
区
険
危
波
津

を
画
参
的
極
積
も
市
に
立
設
Ｏ
Ｍ
Ｄ
域
地 質 

問
答 

弁

スポーツで健康に

大船渡市のふるさと納税サイト

べ
な
た
わ

　
　

  

る
お
と

う
と
さ

　

 

こ
う
ゆ
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問
　
質
　
般
　
一

伊 

藤 

力 

也  

員
議

　
　
　う
と
い

や
き
り

で
中
の
価
評
業
事
務
事
、
は
市
当
　
　
　
　

題
課
を
と
こ
る
図
を
実
充
る
な
更
の
制
体
ト

伺
を
組
取
る
す
対
に
状
現
、
が
る
い
て
し
と

。
う

　
　
　
　

望
要
の
ら
か
員
隊
、
は
境
環
入
受

時
動
活
で
内
囲
範
の
約
契
託
委
、
え
ま
踏
を

う
行
を
動
活
に
軟
柔
、
ず
れ
さ
束
拘
に
等
間

導
ら
か
度
年
今
を」
型
託
委
「る
き
で
が
と
こ

こ
お
域
地
や
品
耗
消
な
要
必
に
動
活
、
し
入

て
し
と
金
助
補
を
部
一
の
費
経
る
す
要
に
し

向
に
築
構
係
関
の
互
相
者
住
移
や
施
実
の
会

　
　
　

 

、
は
題
課
の
策
施
住
定
住
移
の
市
当
　
　
　
　

仕
る
き
で
の
と
こ
す
ら
暮
て
し
続
継
に
内
市

す
供
提
を
所
場
む
住
な
価
安
、
と
境
環
の
事

応
対
に
れ
こ
、
え
見
て
し
と
題
課
が
と
こ
る

え
考
と
る
あ
が
要
必
る
す
Ｒ
Ｐ
を
策
施
る
す

。
う
伺
を
組
取
の
後
今、
が
る

　
　
　
　

た
け
向
に
加
増
口
人
住
定
・
住
移

家
き
空
や
金
援
支
住
移
と
応
対
談
相
た
し
と

よ
い
す
や
し
用
活
を
度
制
成
助
の
等
ク
ン
バ

空
、
た
ま
。
る
あ
で
要
重
が
と
こ
る
す
に
う

ら
か
策
施
住
定
・
住
移
を
度
制
ク
ン
バ
家
き

合
総
を
策
施
家
き
空
、
し
と
と
こ
る
す
離
分

せ
合
問
、
め
た
る
す
進
推
に
的
画
計
つ
か
的

で
向
方
る
す
化
本
一
に
課
理
管
宅
住
を
口
窓

。
る
あ

長
部
答 質 

問
質 

問

長
部
答

ら
か
ら
ち
こ

す
ま
き
で
聴
視

付
交
金
助
補
に
費
経
る
す
要
に
組
取
、
し
入
導
を
型
託
委

質 

問
答 

弁

　
　
　森

 

亨 

員
議

り
も
　

  

　
　
　

 

る
お
と

ら
か
ら
ち
こ

す
ま
き
で
聴
視

て
い
つ
に
針
方
の
用
着
ク
ス
マ
た
し
表
公
が
府
政

と
こ
う
行
を
供
提
報
情
な
要
必
て
し
と
市

質 

問
答 

弁

ナ
ロ
コ
型
新
、
ど
ほ
の
こ
は
府
政
　
　
　
　

る
あ
で
つ
一
の
策
対
防
予
症
染
感
ス
ル
イ
ウ

と
こ
く
い
て
し
和
緩
を
務
義
の
用
着
ク
ス
マ

ね
委
に
断
判
の
人
個
「。
る
い
て
し
出
ち
打
を

防
予
の
て
し
と
市、
が
る
あ
で
針
方
の
と」
る

要
必
る
す
定
決
を
針
方
・
性
向
方
の
へ
策
対

後
今
と
状
現
、
ら
か
と
こ
る
え
考
と
る
あ
が

。
う
伺
て
い
つ
に
組
取
の

　
　
　
　

て
い
つ
に
方
り
在
の
用
着
ク
ス
マ

、
し
重
尊
を
択
選
な
的
体
主
の
人
個
、
く
な
は

る
す
と
本
基
を
と
こ
る
ね
委
に
断
判
の
人
個

材
断
判
の
人
個
各
、
て
い
づ
基
に
針
方
の
国

提
報
情
な
要
必
に
め
た
く
だ
た
い
て
し
に
料

て
じ
通
を
等
報
広
市
、
し
と
と
こ
う
行
を
供

て
し
い
願
お
を
応
対
な
容
寛
に
様
皆
の
民
市

。
く
い

　
　
　

げ
揚
陸
の
給
供
材
部
の
ら
か
外
海
　
　
　
　

と
る
あ
で
要
重
が
等
動
活
Ｒ
Ｐ
の
て
し
と
場

ケ
ス
動
活
の
後
今
、
ら
か
と
こ
る
え
考

　
　
　
　

地
設
建
現
実
Ｃ
Ｌ
Ｉ
、
ら
が
な
し
視
注
を
向

積
に
動
活
望
要
る
す
施
実
が
会
盟
同
成
期
域

自
係
関
や
県
、
に
も
と
と
る
す
加
参
に
的
極

と
め
始
を
会
議
協
進
推
Ｃ
Ｌ
Ｉ
北
東
、
体
治

Ｃ
Ｌ
Ｉ
、
ら
が
な
し
携
連
と
体
団
係
関
た
し

一
を
組
取
の
で
ま
れ
こ
、
け
向
に
現
実
期
早

。
く
い
て
し
進
推
、
層

質 

問
質 

問

て
い
つ
に
組
取
の
へ
致
誘
Ｃ
Ｌ
Ｉ

長
部
答

地域おこし協力隊　活動の様子

ＩＬＣ物流ハブとして期待される永浜・山口地区岸壁

は
組
取
の
進
促
住
定
・
住
移
の
市
当

長
市
答
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長
部
答

問
　
質
　
般
　
一

行
実
策
対
化
暖
温
球
地
、
は
で
市
　
　
　
　

３
０
２
、
に
め
た
る
す
成
達
を
標
目
の
画
計

さ
と
要
必
に
で
ま
度
年
０
５
０
２
、
度
年
０

取
に
策
施
な
う
よ
の
ど
、
が
る
い
て
し
定
設

。
う
伺
か
の
く
い
で
ん
組
り

　
　
　
　

、
け
向
に
成
達
の
標
目
減
削
の
こ

し
進
推
を
組
取
、
げ
掲
を
標
目
本
基
の
つ
３

ル
ネ
エ
省
「
、
は
で
１
標
目
本
基
。
る
い
て

行
を
供
提
報
情
の
ど
な
度
制
助
補
種
各
の
て

可
生
再
る
よ
に
者
業
事
間
民
、
に
も
と
と
う

指
に
切
適
き
づ
基
に
等
令
法
種
各
、
て
い

、
は
で
３
標
目
本
基
。
く
い
て
し
援
支
・
導

の
策
対
化
暖
温
球
地
る
よ
に
法
手
な
様
多
「

削
量
出
排
の
時
用
利
車
動
自
、
し
と
」
進
推

会
機
習
学
、
進
推
の
策
対
源
収
吸
林
森
や
減

。
む
組
り
取
に
等
供
提
の

の
市
当
れ
ま
生
が
所
業
事
い
し
新
　
　
　
　

後
今
。
る
い
て
し
与
寄
に
化
性
活
と
い
わ
賑

。
う
伺
か
の
る
す
援
支
業
起
に
う
よ
の
ど

　
　
　
　
　

産
新
や
援
支
の
業
起
、
後
災
震

し
進
推
に
的
極
積
を
組
取
の
ど
な
出
創
の
業

種
業
な
様
多
ど
な
る
す
業
開
を
設
施
泊
宿
や

注
を
向
動
の
ど
な
策
施
の
新
最
や
化
変
の
勢

。
く
い
て
し
開
展
を
策
施
種
各
、
つ
つ
し
視

長
部
答 質 

問

今 

野 

善 

信 

員
議

の
ん
こ

     

ぶ
の
し
よ

ら
か
ら
ち
こ

す
ま
き
で
聴
視

は
組
取
の
へ
成
達
標
目
の
画
計
行
実
策
対
化
暖
温
球
地
市

る
い
て
し
進
推
を
組
取
げ
掲
を
標
目
本
基
の
つ
３

長
市
副
答 質 

問

質 

問
答 

弁

東 　

  

堅 

市 

員
議

ち
い
ん
け

　
　
　
　ま
ず
あ

ら
か
ら
ち
こ

す
ま
き
で
聴
視

積
面
の
市
、
は
で
市
当
　
　
　
　

の
80

を
％

場
地
の
市
当
が
れ
そ
。
る
あ
が
林
山
る
め
占

材
木
る
た
わ
に
期
長
「
、
が
る
あ
で
ず
は
く

立
る
い
て
え
迎
を
期
伐
ら
か
」
迷
低
の
格
価

い
て
し
と
う
よ
れ
ら
て
捨
ち
う
が
林
森
な
派

。
る

い
て
し
と
」
業
産
長
成
「
を
業
林
の
市
当
　

て
え
考
に
う
よ
の
ど
を
し
通
見
、
性
能
可
く

。
か
の
る
い

　

 

は
で
内
国
　
　

用
活
利
の
材
木
な
様
多

拡
が
組
取
た
け
向
に
化
率
効
の
産
生
材
素
や

８
約
も
て
い
お
に
市
当
、
り
お
て
き
て
し
大

て
し
と
値
価
な
的
済
経
の
林
森
る
め
占
を
割

団
係
関
業
林
、
は
て
し
と
市
。
る
い
て
し
識

造
再
の
者
有
所
林
森
ら
が
な
し
携
連
と
等
体

業
林
、
り
図
を
進
増
の
欲
意
業
施
育
保
や
林

と
る
す
援
支
う
よ
る
れ
さ
進
促
が
産
生
再
の

森
た
け
向
に
化
約
集
の
業
施
林
森
、
に
も
と

能
機
の
等
道
林
や
援
支
成
作
の
画
計
営
経
林

鋭
て
け
向
に
化
性
活
の
業
林
、
め
進
を
化
強

。
く
い
で
ん
組
り
取
意

　
　
　

。
る
あ
で
」
宝
の
域
地
は
も
ど
子
「

す
担
負
が
市
、
際
た
し
化
償
無
を
食
給
校
学

。
は
性
能
可
の
保
確
の
用
費
る
な
に
と
こ
る

子
の
々
数
、
は
化
償
無
の
費
食
給
　
　
　
　

を
度
急
緊
や
度
先
優
る
け
お
に
策
援
支
て
育

捉
と
の
も
き
べ
る
れ
さ
討
検
ら
が
な
め
極
見

化
償
無
の
費
食
給
は
で
点
時
現
。
る
い
て
え

。
る
い
て
え
考
と
い
し
難
は

質 

問

て
い
つ
に
し
通
見
の
化
業
産
長
成
の
業
林

て
い
つ
に
進
促
の
業
起

長
次
答 質 

問

て
い
つ
に
化
償
無
の
費
食
給
校
学

質 

問
答 

弁

地球温暖化対策を

森の利活用を
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問
　
質
　
般
　
一

船 

野 

　 

章 

員
議

　
　
　の
な
ふ

ら
き
あ

　
、
く
し
厳
て
め
極
は
政
財
の
市
当
　
　
　
　

状
る
き
で
を
策
政
の
て
べ
す
る
げ
掲
が
長
市

現
実
約
公
が
長
市
。
る
え
考
と
い
な
は
で
況

る
れ
ら
け
つ
を
処
目
ば
れ
す
う
ど
め
た
る
す

い
な
の
域
聖
の
算
予
市
当
、
は
い
る
あ
、
か

し
通
見
の
現
実
ば
ね
ら
図
を
し
直
見
、
証
検

見
の
画
計
道
水
下
、
は
れ
そ
。
い
な
か
つ
は

約
度
年
元
と
る
見
を
れ
入
り
繰
で
題
問
し
直

年
３
、
円
万
千
７
億
８
約
度
年
２
、
円
億
５

状
現
。
る
い
て
れ
わ
行
が
円
万
千
３
億
６
度

、
に
時
た
し
を
行
執
の
業
事
い
従
に
画
計
の

合
場
た
し
を
修
補
の
設
施
た
し
化
朽
老
後
今

・
道
水
易
簡
、
れ
ま
込
見
が
用
費
の
額
多
に

こ
そ
。
る
れ
わ
思
と
様
同
も
水
排
落
集
業
漁

す
と
り
あ
要
の
し
直
見
の
画
計
道
水
下
、
で

。
う
伺
を
解
見
の
そ
、
が
る

　
　
　
　

渡
船
大
「
は
道
水
下
共
公
の
市
当

成
平、
き
づ
基
に」
画
計
本
基
道
水
下
共
公
市

決
度
年
３
和
令。
た
し
手
着
業
事
に
度
年
３

上
計
を
失
損
純
の
円
万
百
２
千
９
約
は
で
算

７
億
３
は
金
助
補
の
ら
か
計
会
般
一。
た
し

益
収、
で
円
万
百

の
35

大
に
入
繰、
め
占
を
％

道
水
下。
る
あ
で
況
状
る
い
て
し
存
依
く
き

率
及
普
口
人
理
処
水
汚
る
よ
に
槽
化
浄
と

は

75

県
手
岩
と
％
８
・

の
84

、
し
較
比
と
％
４
・

解
の
域
地
及
普
未
理
処
水
汚
り
あ
に
準
水
低

減
口
人
の
後
今。
る
あ
が
要
必
る
め
進
を
消

ん
進
が
及
普
の
槽
化
浄
や
量
水
汚
る
よ
に
少

水
下
共
公
、
し
慮
考
を
情
実
の
域
地
る
い
で

。
く
い
て
し
討
検
て
い
つ
に
し
直
見
の
画
計
道

長
部
答 質 

問

ら
か
ら
ち
こ

す
ま
き
で
聴
視

て
い
つ
に
し
直
見
の
画
計
道
水
下

る
す
討
検
を
し
直
見
の
画
計
道
水
下

質 

問
答 

弁

金 

子 

正 

勝 

員
議

こ
ね
か

　

  

つ
か
さ
ま

ら
か
ら
ち
こ

す
ま
き
で
聴
視

た
れ
さ
実
充
が
び
学
る
よ
に
携
連
の
と
域
地

質 

問
答 

弁

な
的
体
具
た
け
向
に
度
年
５
和
令
　
　
　
　

。
う
伺
て
い
つ
に
果
成
る
め
求
と
組
取

　
　
　
　

応
に
情
実
の
れ
ぞ
れ
そ
が
校
学
各

、
が
る
な
に
と
こ
る
め
定
を
容
内
動
活
て
じ

特
の
校
各
、
う
よ
る
ま
深
が
び
学
層
一
り
よ

る
図
を
有
共
で
等
議
会
長
校
を
動
活
な
的
徴

い
て
し
援
支
も
て
し
と
会
員
委
育
教
、
ど
な

営
運
校
学
に
方
の
場
立
な
々
様
、
た
ま
。
く

動
活
の
め
た
の
校
学
た
じ
応
に
情
実
の
域
地

踏
を
果
成
の
で
ま
れ
こ
。
く
い
て
し
進
促
を

解
理
互
相
が
校
学
と
域
地
に
ら
さ
、
て
え
ま

さ
実
充
を
動
活
習
学
や
営
運
校
学
、
め
深
を

一
の
動
活
働
協
校
学
域
地
、
に
も
と
と
る
せ

。
る
い
て
し
待
期
を
進
促
の
層

　
　
　
　

教
る
け
お
に
行
移
域
地
の
動
活
部
　
　
　
　

。
う
伺
て
い
つ
に
割
役
の
会
員
委
育

　
　
　
　

営
運
る
係
に
行
移
域
地
の
動
活
部

同
合
て
け
設
を
校
点
拠
、
は
て
い
つ
に
態
形

体
主
営
運
が
会
成
育
や
の
も
る
す
と
動
活
部

態
形
な
々
様
、
ど
な
の
も
る
す
在
混
が
団
年

況
状
の
校
学
の
々
個
、
り
お
て
れ
さ
定
想
が

ど
な
所
場
動
活
や
況
状
の
者
導
指
、
え
加
に

し
討
検
を
態
形
営
運
た
じ
応
に
情
実
の
域
地

域
地
な
的
階
段
の
動
活
部
の
日
休
。
る
い
て

の
後
今
の
動
活
部
の
市
当
、
て
め
含
も
行
移

と
心
中
が
会
員
委
育
教
、
て
い
つ
に
方
り
在

学
中
各
、
た
ま
、
り
お
て
め
進
を
討
検
り
な

導
指
域
地
て
し
置
配
を
員
導
指
動
活
部
に
校

。
る
い
て
め
努
も
に
保
確
の
者

質 

問
質 

問

て
い
つ
に
来
未
と
今
の
動
活
部

長
次
答

長
次
答

当市予算の検証・見直しを

大船渡小学校校舎
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問
　
質
　
般
　
一

山 

本 

和 

義 

員
議

　と
も
ま
や

  

し
よ
ず
か

ら
か
ら
ち
こ

す
ま
き
で
聴
視

に
状
現
等
数
者
機
待
所
入
、
数
床
や
数
設
施

。
う
伺
て
い
つ

　
　
　
　

７
、
で
在
現
日
１
月
３
年
５
和
令

ス
有
共
、
ち
う
の
そ
、
り
あ
床
４
８
２
設
施

て
10

で
室
個
の
度
程
室

時
日
１
月
４
年
４
和
令
、
は
で
査
調
の
県
　

６
２
１
は
民
市
る
い
て
し
機
待
所
入
、
で
点

な
要
必
が
所
入
に
期
早
、
ち
う
の
そ
、
で
人

数
者
機
待

は
28

」
助
公
・
助
共
・
助
自
「、
は
府
政
　
　
　
　

あ
で
性
向
方
る
す
化
小
矮
を
任
責
的
公
の
障

。
る

か
族
家
る
え
抱
を
者
齢
高
な
要
必
が
護
介
　

れ
け
な
か
働
が
い
た
し
も
話
世
の
親
、
は
ら

所
通
や
型
問
訪
、
で
の
い
な
け
い
て
べ
食
ば

所
入
へ
設
施
祉
福
人
老
護
介
、
く
な
は
で
型

。
る
い
て
え
増
が
々
方
る
す
望
希
と
い
た
せ
さ

。
う
伺
を
策
体
具
る
す
消
解
を
者
機
待
所
入
　

　
　
　
　

、
て
し
と
応
対
の
へ
者
機
待
所
入

規
小
「
る
き
で
用
利
て
せ
わ
合
み
組
を
ス
ビ

区
地
浜
吉
が
」
設
施
護
介
宅
居
型
能
機
多
模

盛
、
は
度
年
５
和
令
、
た
ま。
る
れ
さ
設
開
に

と
設
施
護
介
宅
居
型
能
機
多
模
規
小
に
区
地

の
で
ま
所
入
設
施
、
り
よ
に
備
整
の
ら
れ
こ

減
軽
が
担
負
の
族
家
る
す
護
介
で
宅
在
、
間

。
る
い
て
え
考
と
の
も
る
れ
さ

長
部
答 質 

問
質 

問

長
部
答

質 

問
答 

弁

滝 

田 

松 

男 

員
議

た
き
た

　

   

お
つ
ま

ら
か
ら
ち
こ

す
ま
き
で
聴
視

就
元
地
の
者
業
卒
校
学
等
高
規
新
　
　
　
　

・
Ｉ
・
Ｕ
、
化
着
定
の
へ
場
職
と
進
促
の
職

就
る
す
対
に
ど
な
者
卒
学
規
新
た
し
職
就
に

る
す
還
返
を
金
学
奨
、
や
付
交
の
金
励
奨
職

し
と
く
い
て
し
施
実
を
援
支
な
た
新
の
へ
方

か
の
な
容
内
援
支
な
う
よ
の
ど
、
が
る
い
て

。
う
伺

　
　
　
　

新
、
は
て
し
と
度
制
金
励
奨
職
就

商
域
地
渡
船
大
の
分
円
万
６
に
等
者
卒
学
規

校
学
等
高
規
新
、
が
る
い
て
し
付
交
を
券
品

い
て
し
少
減
々
年
が
者
職
就
内
管
の
者
業
卒

高
が
率
職
離
の
内
以
年
１
後
職
就
、
か
ほ
る

者
若
、
ら
か
と
こ
る
い
て
し
移
推
で
態
状
い

進
促
層
一
を
着
定
の
へ
場
職
と
職
就
元
地
の

度
制
金
励
奨
ら
か
度
年
５
和
令
、
め
た
る
す

に
的
体
具。
る
い
て
え
考
と
い
た
し
直
見
を

年
１
「ら
か」
上
以
月
か
６
「を
間
期
労
就、
は

奨
の
り
た
当
人
１、
に
も
と
と
る
す
に」
上
以

業
産
の
市
当、
た
ま。
る
す
充
拡
を
額
の
金
励

図
を
着
定
元
地
と
保
確
の
材
人
い
若
う
担
を

を
者
若
る
す
職
就
に
所
業
事
内
市
、
め
た
る

た
新
を
度
制
援
支
還
返
金
学
奨
た
し
と
象
対

初
当
度
年
５
和
令
、
し
と
と
こ
る
す
設
創
に

内
市。
た
し
上
計
を
金
助
補
の
要
所
に
算
予

あ
が
所
住
に

る
35

等
学
大
、
で
方
の
満
未
歳

市
に
降
以
日
１
月
４
年
５
和
令
、
後
業
卒
を

返
の
金
学
奨
型
与
貸
、
し
職
就
に
所
業
事
内

対
助
補
、
に
象
対
を
方
る
い
て
し
始
開
を
還

の
金
学
奨
、
で
上
た
め
定
を
限
上
と
間
期
象

る
す
助
補
を
額
の
内
以
１
の
分
２
の
額
還
返

。
る
い
て
え
考
を
と
こ

長
部
答 質 

問

は
援
支
な
た
新
の
へ
方
る
す
還
返
を
金
学
奨

助
補
を
額
の
内
以
１
の
分
２
の
額
還
返
の
金
学
奨

て
い
つ
に
応
対
と
題
課
の
策
対
家
き
空

は
策
体
具
る
す
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　１月26日に市教育委員会の主催で市内中学校の代表が集まり、議場で「生徒会活動の活性化にむけ
て」を中心テーマとし、日常生活や生徒会活動について意見交換を行いました。
　市内４校から生徒会リーダーが出席し、「魅力ある学校にするために、どのような取り組みが必要
か」をテーマにグループで協議し、その後、「地域のみんなを笑顔にするために、自分たちはどんな
ことができるか」と題して、全体で意見交換を行いました。

市内の中学生が議場を活用
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大船渡市東日本大震災追悼施設整備方針
（案）等について

　震災から 12 年が経過した
今、市民の中には震災の記憶
が徐々に薄れてきている方も
おり、震災を経験していない
世代も多くなってきています。
震災により犠牲になられた市
民への深い追悼の意を表し、
震災の記憶を決して風化させ
ることなく未来への教訓とす
る、象徴的な場が求められて
います。そうした市民の想い
も伝えたいことから、追悼施

設を以下により整備します。
○震災で亡くなられた市民に
　対する深い追悼のため
○震災の記憶を決して風化さ
　せることなく未来への教訓
　とし、今後の災害に備える
　意識啓発を図るため
○震災を乗り越え復興した想
　いを伝えるため
　整備場所は、「みなと公園展
望広場内」を選定しました。

大船渡市地域防災計画の
修正（案）について

第２期大船渡市子ども・
子育て支援事業計画の中
間見直し（案）について

大船渡市民文化会館への
指定管理者制度の導入に
ついて　地域防災計画は、毎年検討を加

え、必要があると認めるときは修
正しなければならないとされてい
ます。
　今年度は、国や県の計画と整合
を図るため、計画を修正するもの
です。
　主な修正 (案 ) の概要は、以下の
とおりです。
○広域避難に関する事項
　災害が発生するおそれがある段  
　階での広域避難の実施のための
　自治体間の協議
○個別避難計画の作成
　避難行動要支援者の円滑かつ迅
　速な避難を図る観点から、市町
　村に対して個別避難計画の作成
　を努力義務化及び適切な管理

　子どもの貧困対策に関して
は、子どもの現在及び将来が
その生まれ育った環境により
左右されることがないよう、
総合的に推進することとされ
ており、さらに、新たな「子
供の貧困対策に関する大綱」
が閣議決定され、子どもの貧
困対策に対する基本的な考え
方が改めて示されています。
これらを踏まえ、子どもの貧
困対策に係る取組を体系化し、
新たに「大船渡市子どもの貧
困対策計画」として、子ども・
子育て支援事業計画内に位置
付けるものです。

　厳しさを増す行財政環境を背
景に、課題の克服を図るために
は、民間の有する能力やノウハ
ウの活用による様々なサービス
の向上や運営経費などの節減が
可能となる指定管理者制度の導
入が有効と考えられます。総合
計画の施策の大綱及び教育振興
基本計画に掲げる基本方針「豊
かな心を育む人づくりの推進」
の具現化に向け、民間の専門的
知識や手法の活用により、市民
サービスの向上と施設及び事業
の効率的・効果的な運営を図る
ため、市民文化会館において指
定管理者制度を導入するもので
す。

水道事業所と簡易水道事
業所の事業統合について

大船渡市下水道事業経営
戦略の改訂について

債権管理の適切な取組に
ついて

　市全体として将来にわたり健
全な財政運営を維持し、安全な
水を安定的に供給するためには、
早期に上水道事業と簡易水道事
業を統合し、事業運営をするこ
とが最善であると判断したもの
です。事業統合の時期について
は、令和５年度中に条例の改正、
統合後の経営戦略の策定、事業
経営認可変更等の事務手続きを
進め、令和６年４月１日の事業
統合とします。

　将来人口が減少する中、下
水道使用料収入の減収が見込
まれ、汚水処理の未普及区域
の解消に向けた管渠の整備や
将来的な施設の更新が控えて
おり、下水道事業を取り巻く
環境は一層厳しさを増すもの
と見込まれます。地方公営企
業法の財務規定等を適用した
ことから、投資・財政計画及
び財政シミュレーションの見
直しを行い、経営基盤の強化
と財政マネジメントの向上を
図り、安定的に事業を経営し
ていくことを目的として策定
するものです。

　地方税として課税する市民税
等は、収納率の向上と収入未済
額の縮減に成果を上げています。
一方、公債権及び私債権につい
ては、滞納繰越分に係る債権の
徴収が進まず、それは、徴収が
見込めない債権を放棄する基準
がないまま管理を継続している
こと等が挙げられます。債権管
理適正化事業の中で実態の把握
と個別課題の解決に努めてきま
したが、これを適正に執行する
体制を構築する必要があります。
このことから、税外債権を対象
とする「大船渡市債権管理条例」
を制定するものです。

全 員 協 議 会 市長招集による、大船渡市議会全員協議会が議場にて各々の期日に開催
されました。市当局による内容説明が行われ、協議しました。

協 議 内 容
1月 23日開催
○大船渡市地域防災計画の修正（案）について
○第２期大船渡市子ども・子育て支援事業計
　画の中間見直し（案）について
2 月 3日開催
○債権管理の適切な取組について
○水道事業所と簡易水道事業所の事業統合に
　ついて
3 月 22日開催
○大船渡市民文化会館への指定管理者制度の
　導入について
○大船渡市下水道事業経営戦略の改訂につい
　て
○大船渡市東日本大震災追悼施設整備方針（案）
　等について
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　2 月 28 日、総務常任委員会で昨年の 12 月定例
会最終日に報告した、テーマ「協働まちづくり」
の所管事務調査結果に基づき、委員会、市議会全
員協議会等の協議を重ね、取りまとめた提言書を
市議会として、正副議長と３常任委員会委員長が
市長へ提出しました。
　提言内容は次のとおりです。

総務常任委員会

【趣　旨】
　市民協働の取組が５年経過しようとしている
ものの、市民の協働に対する理解については、
実際の担い手である地区公民館や地域住民へ浸
透するまでには至っておらず、より理解を深め
る取組が必要であります。
　また、全国に誇れる「大船渡モデル」と評価
される大船渡市のこれまでの地区公民館活動を
大切にしながら、より良い協働のまちづくりの
手法となるよう進めることが重要であり、所管
事務調査結果に基づき提言します。

【提言事項：今後の「市民の協働のまちづくり」
における取組について】

１ 市民協働のまちづくりに対する理解の促進に
　 ついて
　地区運営組織に至る進め方については、地区
によって温度差が存在していることから、これ
まで以上に地区公民館から地区運営組織に移行
しなければならない理由を明らかにしながら理
解を深める工夫を行うこと。

２ 役員の担い手不足及び負担感の軽減対策につ 
　 いて
　地区運営組織に移行した場合でも、行政側か
ら依頼される仕事量は増加しない可能性が高い
との説明があったことから、この基本的な説明
を地区公民館役員や市民に対し周知すること。
　加えて、災害時に地区公民館が避難所になる
が、日常的に施設を管理している地区公民館と、
災害対策本部との役割分担がなされていないこ
とから、対応の仕方についても検討すること。
　併せて、現在の地区公民館長の勤務体系や施
設管理時間も地区によって異なっていることか
ら、市立の施設としてある程度の統一性を持た
せること。
　さらに、役員の担い手不足が懸念されること
から、将来的に常勤的職員等の雇用については、
地区に任せるのではなく、市としての方針を明
確にしながら地区と十分な協議を行うこと。

３ 財政的な支援策の充実と財政規律について
　市から交付される５０万円については、これ
まで地区独自で行われてきた活動に対し新たに
税が投入されることから、税の公平性について
検証を行うとともに、地区計画については、当
市基本構想並びに基本計画等に相反することが
ないよう留意すること。

４ 地区運営組織と行政の役割分担や支援につい
　て
　市が作成した住民自治の推進と協働による新
しい地区コミュニティの創造指針では、これか
らの行政サービスの全てが行えるわけでもなく、
自助・公助・共助が重要になってくるとの記載
がある一方で、地区運営組織に求めている具体
的な事項や範囲は見当たらない。したがって、
行政の役割と地区が担う役割を明確に提示する
とともに、創造指針における第 4段階の取組以
降のステップについてのイメージができるよう
なガイドライン等の作成を行うこと。

５ 集落支援員や市民活動支援センターの活動強
　 化について
　集落支援員の能力をより発揮するために、仕
事の内容を明確に指示するとともに、本来の市
民活動は自らが行うべきと捉え、市民活動支援
センターによる地区への活動支援は、間接的支
援に留めるよう進めること。
　加えて、市民活動支援センターについては、
自立に向けた取組を強化するとともに、窓口開
設時間等の利便性の強化についても協議するこ
と。
　なお、集落支援員や市民活動支援センターが
行っているサポートは、本来地区が担っていく

まえながら、段階的に切り離しを行うなど、地
区が独自性を発揮し運営が進められるよう支援
すること。

市長への提言書提出

議 会 の う ご き
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市議会基本条例の検証
　3 月 22 日開催の市議会全員協議会において、
市議会基本条例の検証について協議しました。
　検証は、条文ごとに取組状況、課題、問題点
を抽出後、５段階で検証結果を表し、今後の対
策を示すこととしています。
　今後も、議会と議員は目指すべき活動指針等
をまとめた本条例に則り検証を重ね、積極的に
取組を進めることとしました。
　なお、令和４年度の検証結果は、市議会ホー
ムページをご覧ください。

検索大船渡市議会

教育福祉常任委員会

一口メモ

　１月 19 日に、大船渡市社会福祉協議会を訪問
し、意見交換を行いました。社会福祉協議会が
実施している子育て支援について説明を受け、
特に核家族化に伴い、病気の子供や緊急時の一
時預かりへの対応、貧困家族への学習支援といっ
た課題について認識を深めました。
　また、Y・S センター内にある地域子育て支援
拠点「つどいの広場わいわいステーション」の
様子を見学し、参加していたお母さん方の要望
や意見を聞く機会にもなりました。社会福祉協議会との意見交換会

産業建設常任委員会

　２月 10 日、産業建設常任委員会では、所管事
務調査のテーマである「産業振興と交流人口拡
大について」の調査の一環として、市商工港湾
部と「観光産業の現状と観光振興の取組につい
て」をテーマに意見交換を行い、現状や取組内容、
今後の市としての関わり方等について理解を深
めました。
　今後も、関係団体との意見交換や、管内・菅
外での視察などを実施しながら、課題解決に向
けた取組を行っていきます。

大船渡市議会基本条例
（平成28年 12月制定）
　「持続可能で安心して暮らせるまちづ
くりの実現に適切に対応する議会運営を
図り、もって市民福祉の増進に寄与する
こと」を目的に、目指すべき地方議会の
姿を示し市民と共に歩むため、議会の活
動理念・議員の責務及び活動原則・議員
自らの資質向上、積極的な情報の公開な
どの基本事項を定めました。

市商工港湾部との意見交換会
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令和４年度 市議会防災訓練
　２月２日に実施した今回で９回目とな
る市議会独自の防災訓練は、大船渡市議
会業務継続計画（BCP）に基づいて、感
染症拡大における大規模災害時の議会ま
たは議員の初期対応を再確認することを
目的に
○市議会災害対策会議の設置及び、議員 
　の通知
○議員自らの安否・居所の確認
○市議会災害対策会議への参集（一部オ
　ンラインでの出席）
○災害情報の収集・整理
　・各地区での災害情報
　・分散避難所の状況
　・避難所での感染症対策
　・地域防災組織など地域との連携
等を重点に行いました。
　未だ第２類相当である、新型コロナウ
イルス感染症の下での個人タブレットを
使用したオンラインによる参加報告、災
害対策会議など、実践に即した訓練とな
りました。
　また、大船渡消防署員を講師に救急救
命講習も併せて行いました。

市議会災害対策会議

救急救命講習

市議会議員定数等検討委員会を設置
　１月 27 日開催の月例会議において協議し、大
船渡市議会の議員定数等について、総合的・個別
的な調査研究を行うことを目的に設置しました。
　委員会の委員は副議長及び議長の指名する議員
8 名で構成し、議員定数・議員報酬・議員の政務
活動費に係る調査研究を行っていきます。
　委員は次のとおりです。

委 員 長：船野　章　
副委員長：伊藤　力也
委　　員：佐藤　優子、金子　正勝、
　　　　　森　　　亨、東　　堅市、
　　　　　今野　善信、滝田　松男
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新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
　令和２年第３回定例会で設置され、３次にわたる提言を
行ってきた新型コロナウイルス感染症対策特別委員会は、
市内における感染症に係る総合的、個別的調査研究を行い、
市当局に対して、感染症拡大防止及び市民生活や地域経済
への影響に向けて速やかな対応が進められるよう、活動し
てきました。
　２月 13日、当局から第３次提言（令和４年３月 28日
提出）に対する対応状況についての説明がありました。
　また、現状の新型コロナワクチン接種状況についても、
併せて報告がありました。
　主な内容は次のとおりです。

№ 提　言　事　項
1　地域経済と雇用を守る取組について

市　の　対　応 令和4年度の実施状況等 [令和４年 12月 31日現在 ]

新型コロナウイルス感染症対策特別委員会

　事業者へのアンケー
ト調査やヒアリングに
より支援策等の課題を
精査するとともに、限
られた財源で事業者や
市民を効果的に支援で
きるよう取り組むこ
と。

プレミアム付商品券発行事業【第1弾】
・販売セット数 69,983 セット
・販売額　489,881 千円
プレミアム付商品券発行事業【第2弾】
・発行セット数　34,000 セット
経営継続支援活動強化事業補助金
特産品販売促進事業費補助金
中小企業物価高騰対策支援金　等

　事業継続を支援するため、事業者を対象とした
新型コロナウイルス感染症の影響に関するアン
ケート調査や関係機関等のヒアリングを実施し、
事業者等の状況把握に努め、各関係機関と連携し、
より多くの事業者に必要な支援が行き届くよう支
援策を検討し、実施している。

　コロナ禍の長期化で
事業者の資金繰り悪化
が懸念されていること
から、その資金繰り対
策強化について再度検
討すること。

保証に係る認定業務
・セーフティネット保証 4号　26件
・セーフティネット保証 5号　 3 件
中小企業融資補給事業
・保証件数　281 件、
　保証料補給額 9,914 千円
・利子補給件数　391 件、
　利子補給額 9,033 千円

　中小企業者の資金繰り支援については、日本政
策金融公庫等による実質無利子・無担保融資や岩
手県による新型コロナウイルス感染症対策資金の
貸付等が行われているほか、当市においてはセー
フティネット保証 4 号・5 号に係る認定業務や中
小企業資金融資あっせん事業及び中小企業融資補
給事業により資金繰り支援を行っている。

　影響力の強い「オミ
クロン株」に対処しう
る飲食店の感染対策に
ついて情報収集に努め
るとともに、必要な支
援策を検討すること。

新型コロナウイルス感染症の影響に
関するアンケート調査や飲食店から
のヒアリングにより、飲食店の状況
把握に努めているほか、市内の認証
店情報を市ホームページに掲載する
などして、県と連携し、認証店制度
の周知に努めている。

　岩手県において、感染防止対策が取られている
飲食店を認証する「いわて飲食店安心認証制度」
が設けられているが、市においても、市内飲食店
における当該認証の取得を推進するため、認証を
取得した飲食店に対し 10 万円の支援金を交付した
ほか、認証店の情報を市ホームページに掲載し、
認証店の利用を呼び掛けている。
　オミクロン株に対しても、基本的な感染対策が
有効であることから、感染対策の徹底を呼び掛け
るとともに、感染状況を注視し、必要な支援策に
ついて検討していく。

　新型コロナウイルス
感染症の感染拡大によ
り企業活動が制約され
ていることから、テレ
ワークやオンラインに
よる販路拡大など、Ｉ
ＣＴ技術活用に係る企
業への支援を引き続き
強化すること。

地場産業高度化・人材育成事業
・ＩＴ活用塾　22 回　31 人参加（実
　人数）　等

　国の事業再構築補助金やＩＴ導入補助金などの
活用を促進するため、大船渡商工会議所に対し、
経営継続支援活動強化事業補助金を交付し、各種
支援制度の周知や申請等の支援への取組を継続する。
　また、大船渡ふるさとテレワークセンターを拠
点として、事業者や市民を対象に、オンラインに
よる「ＩＴを活用した情報交換や業務管理等のス
キルを学べるようになる講座」や、事業者を対象に、
「新しい生活様式」に沿って、課題を抽出・整理し、
それに係るＩＴを活用した課題解決の仕組みづく
りや実証活動を支援している。

　コロナ禍の長期化を
踏まえ、企業の雇用維
持に係る取組への支援
について関係機関と連
携し再度検討するこ
と。

経済継続支援活動強化事業補助金（再
掲）
・大船渡商工会議所による各種支援
制度の周知や申請等の支援、影響調
査等に要する費用の一部を補助（補
助率 3/4）

　雇用調整助成金については、助成率等の引上げ
の特例措置の経過措置が令和 5 年 3 月まで設けら
れており、当市においても、大船渡商工会議所と
連携して、事業者への制度周知や申請等の支援に
取り組んでいる。

　情報格差が生じない
よう、市に加え国県の
支援制度についても関
係機関と連携し分かり
やすい周知に努めるこ
と。

経営継続支援活動強化事業補助金（再
掲）
・大船渡商工会議所による各種支援
制度の周知や申請等の支援、影響調
査等に対する費用の一部補助（補助
率 3/4）

　大船渡商工会議所に対し、経営継続支援活動強
化事業補助金を交付し、各種支援制度の周知や申
請等を支援しているほか、市広報や商工しおさい、
ホームページ、新聞広告などにより、制度内容の
周知に努めている。

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）
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大船渡市議会からの
お 知 ら せ

６月 ９日㈮　初日　
６月14日㈬　一般質問
６月15日㈭　一般質問　
６月16日㈮　一般質問　
６月20日㈫　最終日

令和 5年第 2回定例会の日程（予定）
第２回定例会の開催日程をお知らせします。
皆様の傍聴をお待ちしております。
なお、日程は変更される場合があります。

7日
9日
10日
13日
14日
15日

17日
21日
22日

28日
２日
３日
６日
９日
10日
13日
14日
15日
16日
22日
27日

28日

２月

３月

議会運営委員会
総務常任委員会、岩手県後期高齢者医療広域連合議会運営委員会
産業建設常任委員会、岩手沿岸南部広域環境組合議会定例会等
新型コロナウイルス感染症対策特別委員会
議会運営委員会、大船渡市議会議員定数等検討委員会
気仙広域連合議会第１回定例会、大船渡地区環境衛生組合議会第１回定例会
大船渡地区消防組合議会第１回定例会
第１回定例会（初日）、会派代表者会
議会運営委員会
第１回定例会（２日目）、全員協議会、月例会議
岩手県後期高齢者医療広域連合議会定例会等
常任委員会所管事務調査に係る市長への提言書提出
第１回定例会（一般質問）
第１回定例会（一般質問）
第１回定例会（一般質問）
予算審査特別委員会、会派代表者会
予算審査特別委員会、議会運営委員会、会派代表者会
会派代表者会
会派代表者会
第１回定例会（最終日）、会派代表者会
議会運営委員会
総務常任委員会、教育福祉常任委員会、全員協議会、月例会議
気仙広域連合議会第２回臨時会、大船渡地区環境衛生組合議会第２回臨時会
大船渡地区消防組合議会第２回臨時会
改革大船渡会派視察（～29日）

編 集 後 記
　市民の皆さんに「市議会だより」第153号をお届けする頃には、市内でも
早咲きの桜が見ごろとなるかもしれません。
　令和５年度の予算議会だけに、その内容を中心に詳しくお知らせをしたい
と思い、議会活動を掲載しております。今年度も新たなスタートと同時に議
会の活動状況を広く市民の皆様に伝えて、議会に対する理解と認識を深めて
いただきまして、市政進展に寄与していく紙面の編集を心がけてまいりま
す。
　これからも市民の皆さんのご意見、ご要望をお待ちしております。


